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はじめに
　2023年4月に赴任してまいりまし
た、大住省三と申します。
　私は約30年間四国がんセンター
で乳腺外科医として仕事をさせて
いただきました。今年の３月で四
国がんセンターを定年退職となり、
４月から松山市民病院で仕事をさ
せていただくことになりました。趣
味は、読書とドライブと英会話（下
手ですが）くらいでしょうか。家族か
らは、「無趣味な人間」と言われて
います。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

治療法の変化
　私は今までに個人的には3,000
人以上の乳がん患者さんの治療を
行ってまいりました。約30年間乳が
んに関わってきて、その間に治療法
が大きく変わりました。手術で言う
と、以前は乳がんに罹れば、乳房を
切除するしか手術方法はなかった
のですが、現在では、乳房を残すの
が普通になってきました。わきの下
のリンパ節も、以前は乳がんと診断
されたらすべて取るのが普通でし
たが、現在では、リンパ節の一部の
み切除することのほうがずっと多く
なりました。
　また、最近では各がんの薬物療
法が大きく変わりました。多くの新
しい治療薬が使えるようになり、毎
年のように標準的な薬物療法の内
容が変わっています。すなわち、毎
年のようにがんの治療成績が良く
なっているのです。
　そのため、各がんの専門医でな
ければ、それらの最新の治療には
対応できなくなりつつあります。そ
こで、乳がん検診で異常を指摘さ
れたり、乳房に何か異常がありそう
な方は、是非見せていただければ
ありがたいと存じます。

遺伝性のがんについて
　遺伝性のがんの専門医として、遺
伝性乳がんのみでなく、遺伝性の
大腸がんや、遺伝性の婦人科がん

遺伝子を調べることができます。
　HBOCと診断された患者さんの
血縁者の中には、同じ遺伝子の変
化を有する方がおられることが多
く、その方々が女性の場合には非
常に高い率で乳がんや卵巣がん
に罹ります。そのため、この遺伝子
の変化を有する女性の中には、毎
年１回乳房のMRIを撮って、非常
に早期に乳がんを見つけたり、時
には予防的に乳房を切除する方も
おられます。
　卵巣がんはかかってしまうと非
常に経過が悪いため、こちらは遺
伝子の変化を持っておられる女性
には卵巣の予防的切除を強くお勧
めしています。

おわりに
　当院では2005年より乳腺専門
外来を設立し、病理診断科、放射
線科、臨床検査室などと連携し、週
3日（月曜日の午前と午後、木曜日
の午後、金曜日の午前）診察を
行っております。
　今後も地域医療に貢献できるよ
う、乳腺外科チームとして質の高
い診察を行っていこうと思います。
地域の先生方からのご紹介をお
待ちしております。何卒よろしくお
願い申し上げます。

　　

の患者さんも診察してきました。
　遺伝性のがんかどうかは、診察の
みでは診断できないことが多く、血
液検査で遺伝子を調べて診断する
ことがほとんどです。
　ただ、遺伝性を疑わせるがんの発
症の仕方はある程度知られており、
その特徴を持つ患者さん方には血
液を使って遺伝子を調べることをお
勧めしています。

遺伝性乳がん卵巣がん症候群
　遺伝性乳がん卵巣がん症候群
（HBOC）という病気では、この病気
でがんに罹られた患者さんにしか
効かない薬も見つかっており、
HBOCであることがわかると治療の
選択肢が増えて、治癒率を高めた
り、再発している場合でもそのがん
の経過がよくなることが分かってい
ます。
　HBOCの方がかかりやすいがんに
は、乳がん、卵巣がん、前立腺がん、
膵臓がんなどが知られています。
HBOCの疑いのある乳がんや卵巣
がんの患者さんには、保険を使って
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大住顧問（筆者）

　COPDは慢性的な呼吸器疾患の一つで、主に喫煙や環境因子に
よって引き起こされます。国内の40歳以上の潜在的な患者数は
530万人いると推計されています。
　肺の肺胞という袋が破壊され、さらに空気の通り道である気管
支が狭くなります。そのため動くと十分に空気が吐けず肺胞に空気
が溜まります。その状態で空気を吸おうとするので十分に空気が吸
えなくなり、肺が過膨張し息切れが生じるようになります。進行する
と安静時でも息が切れ、動くことを避けて生活するようになります。
　このような悪循環を断ち切るために、息切れを軽減させる効果
的な呼吸法を身につけ、日常生活を楽に、そして長く送れるように
しましょう。

①　口すぼめ呼吸

②　歩く時の呼吸法

1. 歩く前に鼻で息を吸います。
2. 息を口で吐きながら「１、２、３、４」
　 と 4歩進みます。
3. 息を鼻で吸いながら「1、2」と 2歩進
　 みます。
4. また息を口で吐きながら「1、2、3、4」
　 と 4歩進みます。
これを繰り返して歩きます。

～COPD（慢性閉塞性肺疾患）患者さんの呼吸法～
リハビリテーション室  主任補  理学療法士  RST（呼吸サポートチーム）　沖田 将斗

すぼめた口から息を吐き、気管支を広げ空気を吐き
出しやすくします。

1. 口を閉じ、鼻から深く息を
　 吸います。
2. 口をすぼめてローソクの火
　 を消すように、ゆっくり息
　 を吐き出します（吸う時間
　 の 2～ 3倍）。

【運動を行う際の注意点】♦息を吐くことを意識しましょう。吐くときは口すぼめ呼吸を意識します。
　　　　　　　　　　   ♦最初は息を吐きながら3歩進み、慣れてきたら徐々に 4歩、5歩と増やして、ゆっくり息を吐きながら歩きましょう。
　　　　　　　　　　   ♦細かな点については主治医・担当理学療法士等にご相談ください。

呼吸と動作を同調させ、
息切れを軽減させます。 吸
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一息で吐く 一息で吸う

4歩進む間に一息でフ～と長く息を吐く 2歩進む間に一息で
ス～と息を吸う

医療社会活動室長　井上 より子

　眩しい緑と青空のもと、河原アイペットワールド専門
学校さんのご協力で、今年2回目の開催ができました。
　ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。患者さんのご感想 学生さんのご感想

中庭テラス　6月 27日


